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目
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ｌ
「
古
今
集
」
初
雁
文
庫
を
中
心
と
し
て
Ｉ



昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
四
日

こ
の
展
示
は
故
西
下
経
一

博
士
の
御
遺
族
よ
り
御
寄
託
い
た
だ
い
た
初
雁
文
庫
の
内
よ
り、

古
今
和
歌
集
に

関
す
る
書
目
を
中
心
に
選
ぴ
出
し、

当
館
所
蔵
の
も
の
と
併
せ
て、

通
覧
し
て
い
た
だ
く
為
に
開
催
い
た
し
ま
し
た。

目
録
中
の
解
題
は
西
下
博
士
の
御
著
作
を
中
心
に、

参
考
室
が
作
成
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す。

な
お、

巻
末
に
西
下
経
一

博
士
略
年
譜、

及
び
（
寄
託
資
料）

初
雁
文
庫
目
録
抄
を
付
し
ま
し
た。

国
文
学
研
究
資
料
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５

２
１
８

１
古
今
和
歌
集
版
本
合
一
冊
”
×
９
１
５

１
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６
７

４
古
今
和
歌
集
写
本
一
冊
ａ
×
５

皿
ｌ
鴎

２
１

奥
書
は
貞
応
二
年
七
月
二
十
二
日
癸
亥
写
、
二
十
八
日
校
の
定
家
の
も
の
、
和
歌
所
薑
老
大
僧
都
の
も
の
、
文
明
七
年
十
二
月
二
十
１

も
と
二
冊
本
で
あ
っ
た
も
の
を
一
冊
に
合
綴
し
た
も
の
。
刊
年
は
不
明
で
あ
る
が
へ
版
元
は
「
洛
陽
書
津
辻
勘
重
郎
新
彫
」
と
真

名
序
の
末
尾
に
あ
る
。
西
下
博
士
の
手
に
依
っ
て
諸
本
と
の
校
合
が
綿
密
に
行
な
わ
れ
、
博
士
の
古
今
和
歌
集
研
究
の
基
礎
と
も
な
っ

①
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
癸
亥
戸
部
尚
書
藤
在
判

③
永
正
竜
集
乙
亥
閏
二
月
中
旬

傅
子
嫡
孫
可
為
将
来
之
証
本

②
元
応
元
年
九
月
九
日
為
門
葉
相
令
書
写
詑

た
本
で
あ
る
。

奥
書
に
、

古
今
和
歌
集

刊
行
年
次
不
明
。

古
今
和
歌
集

同
廿
八
日
令
読
合
詑
書
入
落
字
畢

観
応
二
年
十
月
三
日
書
写
畢
西
方
行
者
頓
阿

同
十
二
月
廿
日
校
合
畢
釈
頓
阿
判

槐
陰
逃
虚
子
在
判

版
本
二
冊
躯
×
別

秩
に
光
悦
本
と
あ
る
や８

７

写
本
二
冊
ａ
×
私

２
１

鉛
筆
で
西
下
博
士
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
文
は
貞
応
本
。

２
１
６

１
１

２
１
６

１
５



５

８
古
今
和
歌
集
写
本
二
冊
玩
×
⑬

２

の
奥
書
が
あ
る

７
古
今
和
歌
集

が
あ
る

２

６
古
今
和
歌
集
写
本
二
冊
汎
×
肥

奥
書
は
、
貞
応
本
の
「
此
集
家
を
所
称
…
…
志
同
者
可
随
之
」

「
延
徳
元
年
十
月
晦
日
蓮
花
寺
向
坊
良
覚
」
と
記
す
。
更
に

５
５

５
古
今
和
歌
集
写
本
一
冊
２
×
ａ
遡
１
通

２
１
．

奥
書
は
、
貞
応
二
年
七
月
二
十
二
日
写
、
二
十
八
日
校
の
定
家
の
も
の
に
続
い
て
、
元
応
元
年
九
月
九
日
写
、
十
二
月
校
の
頓
阿
の

も
の
、
永
正
七
年
二
月
二
十
五
日
の
足
利
政
知
の
も
の
、
最
後
に
冷
泉
為
和
の
も
の
が
あ
る
。
極
礼
は
小
林
了
可
の
も
の
で
遊
紙
に
帖

り
込
ま
れ
て
い
る
。
表
は
「
勝
瞳
院
殿
政
知
卿
鮎
峪
鵬
雛
舗
弟
（
印
）
」
と
あ
り
、
裏
は
「
一
冊
奥
書
在
判
ア
リ
戊
寅
十
一
（
印
）
」

と
あ
る
。
箱
に
は
「
公
方
家
童
勝
院
殿
政
知
／
外
題
良
純
親
王
／
古
今
和
歌
集
全
部
／
奥
書
冷
泉
殿
為
和
／
墨
付
百
七
拾
七
枚
」

宗
梅
に
つ
い
て
は
宗
祇
沽
筆
と
す
る
も
の
と
、
堺
連
歌
症

本
書
の
表
紙
中
央
に
は
武
田
文
庫
の
蔵
書
印
が
あ
る
。

一
日
、

表
紙
“

、

と
あ
る
。

所
謂
、
貞
応
本
で
あ
る
が
以
後
の
伝
写
は
不
明
で
あ
る
。
上
巻
裏
見
返
に
添
付
さ
れ
た
古
筆
の
極
礼
に
「
宗
祇
同
宿
宗
梅
」
と
あ
る
。

梅
に
つ
い
て
は
宗
祇
宕
筆
と
す
る
も
の
と
、
堺
連
歌
師
と
す
る
も
の
の
二
種
の
極
礼
が
知
ら
れ
て
い
る
。

西
下
経
一
氏
の
昭
和
四
年
十
二
月
八
日
の
識
語
に
、
「
此
の
本
嘉
禄
本
な
る
こ
と
は
奥
書
に
て
も
本
文
の
異
同
に
よ
り
て
も
知
ら
る

句

常
縁
の
も
の
が
あ
る
。

も
な
く
、
外
題
も
な
い
。

外
題

。

５

写
本
二
冊
２
×
Ⅳ

２

又
、
極
礼
は
古
筆
の
も
の
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
印
の
象
見
え
て
文
言
は
判
読
で
き
な
い
。
表
紙
、
裏
２

２
１
７

１
１

の
文
言
を
残
し
な
が
ら
書
写
、
校
合
年
時
及
び
定
家
の
署
名
を
削
り

「
以
証
本
無
相
違
今
写
之
者
也
慶
安
四
年
夘
五
月
十
八
日
盛
雅
」

２
１
７

１
２

皿
ｌ
躯



と
あ
り
、
そ
の
後
に
真
名
序
が
続

扣
古
今
和
歌
集
版
本
二

寛
文
十
三
癸
丑
年
孟
春
吉
日

し
」
と
あ
る
。
又
、
巻
末
の
真
名
序

６

９
古
今
和
歌
集
版
本
四
冊

11
ｌ
中
略
ｌ
原
本
は
伝
来
正
し
き
写
本
と
見
け
れ
ど
朱
点
を
省
き
濁
点
を
入
れ
た
り
書
物
の
形
式
は
足
利
末
又
は
徳
川
始
な
る
へ

“
■
●

し
」
と
あ
る
。
又
、
巻
末
の
真
名
序
は
墨
色
か
ら
後
人
の
加
筆
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。

肖
像
を
描

刊
記
は
、 少

第
三
巻
は
享
保
六
年
の
補
写
で
あ
る
。
三
巻
を
除
く
各
巻
に
挿
画
が
あ
り
全
体
で
三
十
七
図
に
な
る
。
口
絵
以
外
は
半
丁
に
歌
人
の

刊
記
は
、

浅
見
吉
兵
衛

右
の
刊
記
を
持
つ
。
底
本

古
今
和
歌
集
版
本

底
本

延
宝
七
年
＃
４
ｆ
耐
帰
噌
頁
ず
ゞ
ノ

伊
丹
屋
吉
右
衛
門

巳
未
季
冬
吉
辰
魚
棚
通
堀
川
西
へ
入
町

膳
羽
屋
仁
左
衛
門

り
、
そ
り
麦
こ
真
名
｛
予
賦
売
く
。

押
小
路
柳
馬
場
東
へ
入

享
保
十
四
酉
歳
湯
生
日

く
、
○

大
坂
長
堀
心
斎
橋
北
詰

は
貞
応
本
で
あ
る
。

町

一
一

冊冊
開
板

５
２

２
×
６

２
１

三
巻
を

16.1
×

11.2

過
×
皿

浅
見
吉
兵
衛
は
京
都
の
書
騨
で
あ
る
。

開
板

⑫
Ｉ
帥

蚫
Ｉ
船

岨
Ｉ
“

3



13 12

刊
年
は
文
政
六
年
。
版
元
は
植
村
藤
右
衛
門
、
須
原
屋
平
左
衛
門
、
出
雲
寺
文
次
郎
の
京
都
の
三
書
騨
で
あ
る
、
出
雲
寺
の
部
分
だ

け
朱
印
に
な
っ
て
い
る
。
巻
末
の
大
江
広
海
の
賊
文
に
依
る
と
、
植
村
藤
右
衛
門
が
袖
珍
本
の
企
画
を
た
て
、
貞
応
本
を
底
本
と
し
て

大
江
広
海
に
校
閲
を
請
う
た
も
の
で
あ
る
。

書
林
泉
屋
卯
兵
衛
蔵

と
下
巻
七
十
九
丁
裏
に
あ
り
、
そ
の
後
に
真

そ
の
後
に
真

い
て
い
る
。

堺
屋
仁
兵
衛

Ｑ古
今
和
歌
集
版
本
一
冊
Ｍ
×
伽

古
今
和
歌
集
版
本

刊
記
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

東
都
書
林
須
原
屋
平
助

正
徳
竜
集
甲
午
正
月
原
板

文
化
八
年
歳
次
辛
未
之
春
再
板

寺
町
通
二
条
下
ル
町

野
田
治
兵
衛

三
条
通
柳
馬
場
東
へ
入

日
本
橋
通
三
丁
目

名
序
が
続
い
て
い
る
。
挿
画
は
全
部
で
十
六
葉
あ
り
、
仮
名
序
の
後
に
口
絵
の
よ
う
に
続

７
５

－
冊

脳
×
９

ｕ
ｌ
船

吻
Ｉ
閲

4



脚
三
代
集
版
本
（
小
型
本
）
一
冊
師
×
師
岨
Ｉ
測
・
３

・
古
今
和
歌
集
の
刊
記
は
、
「
安
永
九
年
庚
子
初
春
再
刻
美
洛
槇
村
錦
山
堂
蔵
」
、
後
撰
和
歌
集
は
「
寛
政
十
年
午
孟
夏
皇
都

書
林
出
雲
寺
文
治
郎
遠
藤
平
左
衛
門
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
あ
り
、
拾
遺
和
歌
集
は
「
寛
政
十
一
年
巳
未
初
秋
発
免
皇
都
書

舗
小
川
源
兵
衛
吉
田
四
郎
右
ヱ
門
須
原
屋
平
左
エ
門
出
雲
寺
文
治
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。
古
今
集
は
享
保
二
年
刊
本
の
再
版

吃
Ｉ
弱

２
７

幅
古
今
和
歌
集
版
本
一
冊
鰍
×
岨

刊
記
を
欠
く
。
本
文
は
Ｍ
×
岨
の
匡
郭
内
に
あ
る
の
に
対
し
、
余
白
が
非
常
に
大
き
い
。
余
白
に
は
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、
書
き
入

れ
を
胡
粉
で
訂
正
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
造
本
は
書
き
入
れ
を
目
的
と
し
た
為
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
八
代
集
本
で
あ
る
。

５
３

鮒
１
２

帖
古
今
和
歌
集
写
本
二
冊
臥
×
９
２
１

嘉
禄
本
で
あ
る
。
『
古
今
集
の
傅
本
の
研
究
』
（
西
下
経
一
）
で
弘
文
荘
書
目
第
三
号
を
引
い
て
解
題
さ
れ
て
い
る
本
で
、
冷
泉
鶯

和
の
自
筆
本
で
あ
る
。 本

文
は
Ｍ
×
岨
の
匡
郭
内
に
あ
る
の
に
対
し
、
余
白
が
非
常
に
大
き
い
。
余
白
に
は
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、
書
き
入

し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
造
本
は
書
き
入
れ
を
目
的
と
し
た
為
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
八
代
集
本
で
あ
る
。

（
西
下
経
一
）
で
弘
文
荘
書
目
第
三
号
を
引
い
て
解
題
さ
れ
て
い
る
本
で
、
冷
泉
為

的
１
２

17
で
坐
め
る
。

古
今
和
歌
集
写
本
一
冊
６
×
Ⅳ

２

貞
応
本
で
あ
ゑ
大
内
政
弘
の
た
め
に
聖
護
院
准
三
宮
道
興
が
書
写
、
将
軍
義
政
が
題
筆
を
書
く
。
道
函

に
よ
る
と
文
明
三
年
十
月
下
涜
に
書
写
さ
れ
、
三
日
間
で
成
っ
た
と
言
う
。
政
弘
は
文
学
の
素
養
が
あ
り
、

6.

道
興

奥
書
はま

二
世
畠
山
牛
庵
の
添
状
一
通
と
古
筆
の
極
礼
二
枚
が
附
さ
れ
て
い
る
。

右
集
依
前
内
府
実
望
公
懇
望
、
以
家
相
傅
京
極
中
納
言
定
家
卿
自
筆
本
不
改
一
宇
愚
息
為
和
卿
書
写
之
尤
可
為
証
本
者
也
子
時

永
正
第
十
六
天
初
夏
上
瀞
日

桑
門
宗
清
（
花
押
）

、

7
×

17

は
近
衛
房
嗣
の
子
・
奥
書

り
、
こ
の
年
に
古
今
伝
授
を
う

（
当
館
蔵
）

卵
１
３

・
奥
書

5



国
文
庫
旧
蔵
本
。
岨
１
組
唾

即
僻
案
抄
版
本

定
家
の
三
代
集
の
略
註
。

19 18
け
た
宗
祇
と
の
親
交
も
深
か
っ
た
が
、
こ
の
年
は
ま
だ
応
仁
の
乱
の
余
儘
が
消
え
ず
、
そ
の
上
政
弘
の
伯
父
の
教
幸
が
反
逆
し
、
政
弘
６

は
極
め
て
多
忙
で
あ
っ
た
。
（
当
館
蔵
）

と
あ
る
。

奥
書
に
は
、

顕
昭
の
古
今
注
に
定
家
が
補
筆
を
加
え
た
も
の
。
群
書
類
従
に
も
収
め
ら
れ
多
く
用
い
ら
れ
た
注
釈
書
で
あ
る
。
ｕ
ｌ
朋
本
は
阿
波

文
庫
旧
蔵
本
。
⑫
１
組
は
版
本
か
ら
西
下
博
士
が
抄
写
し
た
も
の
。
岨
Ｉ
鼬
は
南
北
朝
期
の
も
の
の
転
写
で
あ
る
。

古
今
和
歌
集
写
本
一
冊
邪
×
冗１

頓
阿
自
筆
と
言
わ
れ
、
古
筆
了
延
の
折
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

3

６

顕
註
密
勘
版
本
一
而
呪
×
岨

相
承
令
書
写
詑

元
応
元
年
九
月
九
日
為
門
葉

ザ

西
方
行
者
頓
阿

八
冊

写
本
一
冊

古
今
集
に
就
い
て
は
六
十
首
の
歌
、
其
の
他
若
干
を
取
扱
っ
て
い
る
。
基
俊
・
俊
成
以
来
の
説
に
定
家
自

三

冊

一

一

冊

26.726.3
× ×

18．819

27.6
×

19

26.4
×

17.2

（
当
館
蔵
）

岨
Ｉ
別

卵
１
４

２
１
９

１
４

翅
１
躯

岨
１
筋

岨
Ｉ
開



５

ｕ
ｌ
稲

創
古
今
為
家
抄
写
本
五
冊
訂
×
趾

仮
名
序
の
後
に
「
弘
長
三
年
八
月
四
日
自
中
務
親
王
家
被
召
之
。
価
進
覧
云
々
但
私
本
を
以
少
々
勘
入
之
云
云
」
の
識
言
が
あ
る
が

五
巻
目
に
は
識
語
を
欠
い
て
い
る
。
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
の
注
に
は
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
古
注
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

・
５
２
１
ｕ
・
冊

盟
古
今
和
歌
集
抄
写
本
二
一
冊
鰍
×
Ⅳ
１
１
１

古
今
和
歌
集
抄
写

23
ら
の
意
見
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
顕
註
密
勘
』
と
重
複
す
る
歌
が
多
い
。

と
あ
る
。

本
書
は
刊
記
を
欠
く

西
下
経
一
氏
の
付
菱
に

て
為
家
抄
、
顕
昭
註
、

珍
本
と
い
ふ
べ
き
か
、

昭
和
三
、
十
一
、、

奥
書
に
、

２

古
今
集
序
秘
抄
写
本
一
冊
冗
×
型

１

此
抄
は
内
閣
文
庫
蔵
の
「
古
今
増
抄
」
（
欠
本
、
作
者
不
明
）
と
全
く
同
じ
足
利
時
代
末
期
に
於
て
諸
註
を
集
め
、
又
古
註
と
し

為
家
抄
、
顕
昭
註
、
奥
儀
抄
等
を
ひ
け
り
、
ｌ
中
略
ｌ
諸
註
の
内
に
冬
良
の
註
あ
り
、
冬
良
の
註
は
現
存
本
な
し
此
書
実
に

故
有
平
先
生
隠
密
の
書
也
仰
ぐ
に
ま
す
ま
す
高
く
今
懇
望
に
随
ひ
授
与
に
及
ふ
妄
り
に
他
見
を
い
と
ふ
も
の
な
り

寛
延
四
年
末
中
夏

◎

、

廿
二
日

真
渕
（
花
押
）

五
嶺
館
芳
主

西
下
経
一

12
×

115

7



ノ

刀
古
今
抄
延
五
記
刊
本
二
十
冊
６
×
６
１
９
２
１
６

２
１

堯
恵
の
古
今
集
注
釈
書
、
二
十
一
巻
、
二
十
一
冊
で
あ
る
が
、
一
冊
欠
本
が
あ
る
。
刊
記
な
し
。

三
鳥
等
、
秘
伝
の
部
分
は
註
が
略
さ
れ
て
お
り
、
尭
恵
流
の
秘
伝
書
と
し
て
は
『
序
中
秘
伝
切
紙
』
『
古
今
箱
伝
授
』
と
補
完
関
係

に
あ
る
。
本
書
は
『
序
中
秘
伝
切
紙
』
と
と
も
に
、
『
新
撰
莵
玖
波
集
』
の
作
者
で
あ
り
、
山
内
上
杉
氏
の
家
臣
と
推
察
さ
れ
る
藤
原

26.7

×

16.7

６
２

妬
古
今
集
童
蒙
抄
写
本
一
冊
４
×
玩

胆
ｌ
Ⅲ

２
１

一
条
兼
良
の
古
今
集
注
釈
書
。
奥
書
に
依
る
と
江
戸
ご
く
初
期
、
元
知
な
る
者
の
書
写
。
兼
良
の
姿
勢
は
、
鎌
倉
時
代
の
超
現
実
的

な
秘
伝
の
世
界
か
ら
、
合
理
的
な
解
釈
へ
古
今
集
を
戻
そ
う
と
す
る
所
に
あ
り
、
注
釈
内
容
も
隠
当
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

蛎
古
今
集
序
注
版
本
五
冊
６
×
Ⅳ
岨
ｌ
蛇

２

明
暦
四
年
刊
。
奥
に
「
子
時
応
永
蛎
仲
秋
上
旬
候
了
誉
誌
之
湫
紛
」
と
あ
る
。
文
体
は
顕
昭
註
を
摸
し
て
い
る
が
実
は
親
房
の
注
に

依
拠
し
、
序
を
四
段
に
分
け
、
或
は
文
中
に
『
神
皇
正
統
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
（
西
下
博
士
『
国
語
と
国
文
学
』
第
十
一
巻
四
号

依
拠
し
、
序
を
四
段
に
分
け
、
圭

3

８
４

別
古
今
和
歌
集
注
写
本
一
耐
乳
Ｘ
Ｑ
１
１２１妬

・
２
２

中
世
の
古
今
集
注
釈
書
、
作
者
は
不
明
。
識
語
、
奥
書
等
は
な
い
。
内
容
は
『
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
』
所
収
の
「
毘
沙
門
堂
旧
蔵

本
古
今
集
註
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
歌
の
解
釈
に
は
、
説
話
的
解
説
も
付
せ
ら
れ
、
そ
の
も
の
と
し
て
も
面
白
い
が
、
特
に
強
い

憲
輔
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
古
今
和
歌
集
研
究
史
」
よ
り
）

神
秘
思
想
は
見
ら
れ
な
い
。

と
あ
る
。
内
容
は
、
片
桐
洋
一
氏
の
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
』
に
翻
刻
さ
れ
た
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
」
の
一
本
で
あ
８

る
。



１
０
１
１

７
２

別
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
写
本
一
冊
Ｚ
×
４
１
１
２
１
船

１
２

皿
ｌ
側
本
、
岨
ｌ
脇
本
と
同
内
容
の
部
分
に
「
金
玉
隻
義
」
「
身
足
翁
義
号
三
公
伝
」
等
の
数
首
の
口
伝
を
加
え
た
も
の
。
江
戸
時

代
後
期
の
写
と
見
ら
れ
る
。
本
文
は
岨
Ｉ
側
本
、
ｕ
ｌ
脇
本
と
較
べ
て
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
「
金
玉
隻
義
」
等
の
付
加
部
分
を
も
含

２
９

釦
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
写
本
一
冊
Ｚ
×
＆

ｕ
ｌ
Ⅷ

２
１

６
４

写
本
一
冊
ａ
×
６

岨
Ｉ
鯛

２
１

古
今
和
歌
集
の
秘
伝
書
。
岨
ｌ
捌
本
は
江
戸
時
代
中
期
の
写
。
岨
ｌ
脇
本
は
江
戸
時
代
後
期
の
写
で
あ
る
。
下
巻
末
尾
に
「
正
安
元

年
二
月
十
七
日
前
大
納
言
為
世
在
判
」
と
あ
っ
て
、
本
書
が
為
世
の
作
で
は
な
い
に
し
ろ
、
一
案
家
流
の
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
所
謂
、
宗
祇
流
を
中
心
と
し
た
室
町
未
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
流
行
し
た
古
今
集
伝
授
の
類
と
は
系
統
を
異
に
し
て

６
２

四
序
中
秘
伝
切
紙
写
本
一
冊
Ｚ
×
Ｑ
１
１２１別

２
２

本
書
は
後
半
が
『
古
今
二
字
相
伝
』
と
な
っ
て
、
岨
Ｉ
Ⅲ
本
と
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
『
序
中
秘
伝
切
紙
』
は
、
本

地
垂
迩
思
想
を
基
に
仮
名
序
を
注
し
た
も
の
で
、
堯
恵
の
『
古
今
集
延
五
記
』
の
秘
伝
部
分
に
当
り
、
『
古
今
抄
延
五
記
』
と
同
じ
奥

28
書
を
持
っ
て
い
る
。

い
る
。 堯

恵
流
の
古
今
伝
授
書
。
後
半
部
は
『
序
中
秘
伝
切
紙
』
で
あ
る
。
内
容
は
『
古
今
二
字
相
伝
』
に
同
じ
。
岨
Ｉ
側
の
『
序
中
秘
伝

切
紙
』
で
は
本
書
と
順
番
が
入
れ
替
っ
て
、
後
半
が
『
古
今
二
字
相
伝
』
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
中
世
の
神
仏
習
合
思
想
を
背
景
に
し
た
秘
伝
で
、
特
に
本
書
に
於
て
は
中
世
神
道
の
諸
説
が
基
盤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

内
容
は
、
中
世
の
神

る
。
寛
延
元
年
の
書
写

２
６

古
今
箱
伝
授
写
本
一
冊
班
×
凪

◎

12

1
167

9



六
冊
６
×
９

岨
１
鮒

２
１

元
来
六
冊
本
で
あ
る
が
、
ｕ
ｌ
ｗ
本
は
巻
一
と
巻
二
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
ｕ
ｌ
Ｗ
本
は
寛
永
十
五
年
、
風
月
宗
智
の
刊
行
。
ｕ
ｌ

的
本
は
万
治
二
年
、
吉
野
屋
権
兵
衛
の
刊
行
で
寛
永
版
の
再
版
で
あ
る
。

文
明
三
年
正
月
か
ら
四
月
ま
で
、
宗
祇
が
東
常
縁
か
ら
一
度
に
わ
た
っ
て
受
け
た
講
説
の
聞
書
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

弱
古
今
和
歌
集
註
写
本
二
冊
剛
×
川
皿
Ｉ
Ⅷ

延
宝
四
年
六
月
に
宗
久
か
ら
今
井
氏
へ
贈
ら
れ
た
古
今
集
注
釈
書
。
堯
恵
の
説
を
参
照
す
る
事
が
多
く
、
朱
筆
で
声
点
が
施
さ
れ
て

26.5

×

19.4

べ
き
注
釈
書
と
さ
れ
て
い
る
。

剥
古
今
集
両
度
聞
書
版
一版本 ◎

認
古
今
口
伝
秘
妙
写
本
一
冊

古
今
集
注
釈
書
、
注
釈
の
内
容
は
簡
単
一

な
ど
と
若
干
の
関
連
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

注
釈
の
内
容
は
簡
単
で

２
１

躯
和
歌
灌
頂
次
第
秘
密
抄
写
本
一
冊
４
×
６
ｕ
ｌ
剛

２
１

“
古
今
集
仮
名
序
を
中
心
と
し
た
秘
伝
書
。
後
半
部
に
は
他
の
秘
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。
端
作
り
に
は
異
本
か
ら
補
っ
た
「
一
莅
家
隆

撰
」
の
記
事
が
あ
る
が
信
ず
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
説
の
内
容
は
中
世
伝
授
に
特
有
な
神
秘
思
想
に
貫
か
れ
て
お
り
、
所
々
に
「
天

正
十
九
年
十
一
百
十
六
日
遊
行
廿
三
世
他
阿
授
与
称
念
寺
其
阿
」
と
あ
る
。
最
終
的
な
書
写
は
「
正
徳
四
十
月
十
五
日
伝
之
者

也
云
云
」
と
あ
る
。

め
て
鎌
倉
末
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
流
行
し
た
口
伝
で
あ
る
。

奥
書
等
は
な
い
が
、
箱
書
で
は
栄
仁
親
王
を
筆
者
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
首
肯
し
難
く
と
も
、
本
書
は
南
北
時
代
前
後
の
注
目
す

あ
る
が
、

五
冊
師
×
伽

24.7
×

16.2

吃
ｌ
皿

声
点
が
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
北
畠
親
房
の
『
古
今
序
注
』
、
『
十
吟
抄
』

ｕ
ｌ
Ｗ

10



I

２
５

鮒
和
歌
秘
録
写
本
一
冊
３
×
６
岨
ｌ
Ⅷ

２
１

天
明
五
年
四
月
二
十
四
日
に
湯
浅
定
方
の
筆
写
で
あ
る
。
内
容
は
宗
祇
流
の
古
今
伝
授
で
、
「
古
今
伝
授
切
紙
口
伝
」
「
古
今
集
切

紙
聞
書
」
「
内
外
口
伝
歌
」
に
分
か
れ
る
。
岨
ｌ
Ⅲ
と
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
朱
筆
注
記
に
あ
る
如
く
「
忘
草
の
事
」
以
下
八
項
目
は
こ

の
本
に
の
ゑ
あ
る
。
又
、
過
Ｉ
灯
の
巻
末
に
あ
る
真
名
序
の
注
は
な
い
。

37

１
４

記
一
二
鳥
伝
写
本
一
冊
４
×
私
岨
Ｉ
脳

２
１

宗
祇
流
の
古
今
集
秘
伝
切
紙
の
集
成
で
、
岨
ｌ
脇
『
和
歌
秘
録
』
等
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
に
、
基
俊
に
は

じ
ま
り
寛
文
二
年
忠
方
に
至
る
伝
授
の
系
図
、
「
稽
古
方
系
」
と
題
す
る
系
譜
、
目
録
と
「
三
鳥
ノ
大
事
」
に
は
じ
ま
る
幽
斎
流
の
古

今
伝
授
と
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
は
他
本
か
ら
の
付
加
と
思
え
る
。

奥
書
は
「
子
時
宝
暦
三
癸
酉
戴
仲
夏
写
之
直
堅
（
花
押
）
」
と
あ
る
。

７
３

羽
切
紙
口
伝
條
々
写
本
一
冊
４
×
夙

吻
１
筋

２
１

内
容
は
『
和
歌
秘
録
』
『
古
今
集
切
紙
』
と
同
じ
く
、
宗
祇
流
の
古
今
伝
授
切
紙
の
集
成
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が

「
天
正
元
年
八
月
吉
日
元
如
」
「
元
和
五
年
三
月
十
五
日
友
松
兵
頭
」
「
慶
安
二
年
五
月
吉
日
藤
原
高
滋
」
の
奥
書
が
あ
り
、

「
此
奥
書
有
本
を
得
て
校
合
寛
」
と
あ
る
。
更
に
、
丁
を
改
め
、
温
明
殿
に
つ
い
て
河
海
抄
を
引
用
し
た
注
記
と
、
常
縁
・
宗
祇
・
実

い
る
。
上
下
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
筆
蹟
を
異
に
す
る
。0

さ
れ
て
い
る
。。

１
１

古
今
集
切
紙
写
本
一
冊
ａ
×
ａ
２
１

元
治
二
年
季
春
下
旬
に
光
輔
が
書
写
し
た
。
内

「
古
今
集
内
聞
書
」
、
「
内
外
口
伝
歌
」
、
「
古 内
容
は
宗
祇
流
の
古
今
集
秘
伝
切
紙
の
集
成
で
あ
る
。
「
古
今
伝
授
口
伝
条
を
」
と

「
古
今
真
名
序
」
、
「
宗
祇
以
自
筆
本
写
之
」
と
す
る
真
名
序
の
注
と
そ
の
秘
説
と
が
記

I

12

1
171

11



42 41 40

常
縁
↓
宗
祇
↓
実
隆
↓
肖
柏
↓
玄
旨
↓
貞
徳
↓
長
孝
↓
長
雅
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
。
岨
ｌ
脱
『
八
雲
神
詠
和
歌
三
神
大
極
秘
口
訣
』

と
同
系
の
秘
伝
書
で
あ
る
。

と
あ
る
。

幽
斎
系
の
歌
道
伝
授
書
。
主

か
）
↓
喜
多
知
貴
↓
太
田
嬢

者
の
名
を
削
り
消
し
て
い
る
。

２

古
今
伝
授
書
の
一
・
『
和
歌
秘
録
』
等
、
｛

冒
頭
が
『
古
今
伝
秘
図
』
か
ら
は
じ
ま
三

を
住
吉
明
神
か
ら
頓
阿
娘
ま
で
記
し
た
も
の
。

歌
秘
録
』
等
、
宗

隆
に
つ
い
て
簡
単
な
覚
書
が
あ
る
。
又
、
表
紙
見
返
に
帖
込
ま
れ
た
符
葵
に
は
「
原
本
大
和
上
位
所
蔵
ヲ
以
写
之
」
と
あ
る
。

古
今
集
内
伝
授
写
本

幽
斎
流
の
秘
伝
書
。
奥
書
に
、

本
書
の
伝
本
は
極
め
て
多
い
。

八
雲
神
詠
和
歌
三
神
大
極
秘
口
訣
写
本
一
冊
師
×
伽
ｕ
ｌ
伽

幽
斎
系
の
歌
道
伝
授
書
。
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
伝
授
は
細
川
幽
斎
（
玄
旨
）
↓
貞
徳
↓
長
孝
↓
長
雅
↓
長
如
（
元
啓

）
↓
喜
多
知
貴
↓
太
田
快
繁
に
至
っ
て
お
父
快
繁
が
誰
か
に
伝
え
る
為
、
寛
政
三
年
に
本
書
を
写
し
た
が
、
何
か
の
理
由
で
伝
受

古
今
伝
秘
図
写
本
一
冊
卯
×
伽

２
１

士
清
先
生
書

明
和
七
庚
寅
十
月
十
五
日

祇
流
切
紙
十
八
通
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
。
熊
代
忠
義
な
る
者
の
書
写
。

か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
も
っ
て
一
冊
の
書
名
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
図
は
歌
人
の
系
譜

７
２

－
冊

既
×
加

拝
借
大
河
内
重
平

謹
写

12

1
168

12

1
180

12



46

４
２

妬
教
端
抄
写
本
九
冊
私
×
９
岨
ｌ
Ⅲ
・
側

２
１

北
村
季
吟
の
古
今
集
注
釈
書
。
伝
本
が
少
な
く
、
こ
の
外
に
は
日
本
大
学
図
書
館
本
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
本
は
第

九
冊
の
仮
名
序
注
の
末
尾
に
「
元
禄
十
二
年
十
二
月
十
二
日
書
子
向
南
亭
雪
窓
下
法
眼
季
吟
七
十
六
歳
」
と
あ
り
、
日
大
本
よ
り
三

年
早
く
成
立
し
て
い
る
。
内
容
は
諸
注
集
成
的
注
釈
で
あ
っ
て
十
二
部
の
先
行
注
釈
書
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

３
７

２
１
Ｍ

“
古
今
余
材
抄
写
本
十
一
冊
私
×
＆
１
１

２
１

契
沖
著
。
古
今
集
の
注
釈
書
。
元
禄
四
年
に
稿
本
が
成
立
、
翌
年
に
完
成
し
た
。
本
書
に
は
奥
書
を
欠
い
て
い
る
。
清
水
浜
臣
の
蔵

書
印
が
あ
り
、
そ
の
書
き
入
れ
か
と
思
わ
れ
る
朱
筆
が
入
っ
て
い
る
。
西
下
博
士
は
『
古
今
余
材
抄
』
の
特
色
と
し
て
「
旧
註
を
批
判

し
て
其
の
中
か
ら
妥
当
な
説
を
定
め
よ
う
と
し
た
こ
と
、
用
例
を
豊
富
に
集
め
て
帰
納
的
に
語
意
を
考
へ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
本
文
考

３

媚
古
今
傳
授
相
承
図
写
本
二
冊
弘
×
馳

胆
Ｉ
畑
・
脇

西
下
博
士
が
『
古
今
和
歌
集
』
の
諸
伝
本
及
び
多
く
の
伝
授
書
の
研
究
の
過
程
で
ま
と
め
ら
れ
た
古
今
伝
授
の
系
統
図
。
遡
ｌ
洲
．

２
は
草
稿
で
あ
り
、
岨
ｌ
肌
・
１
は
完
成
品
で
あ
ろ
う
。
博
士
自
身
の
奥
書
に
、

右
〈
古
今
傅
授
ノ
血
脈
図
ヲ
作
ル
目
的
ナ
リ
シ
モ
イ
ッ
ノ
言
一
力
歌
道
傅
授
系
図
ト
ナ
リ
、
又
家
系
図
ト
ナ
リ
タ
リ

昭
和
八
年
八
月
廿
八
日

西
下
経
一

賀
茂
真
渕
著
。
一
千
巻
二
十
冊
の
も
の
を
五
冊
に
合
綴
し
た
。
寛
政
元
年
、
江
戸
の
西
村
源
六
、
大
阪
の
渋
川
与
左
衛
門
、
増
田
源

兵
衛
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
西
下
博
士
は
本
書
の
特
色
を
「
芸
術
的
直
観
に
よ
っ
て
、
一
首
の
歌
が
一
つ
の
作
品
と
し
て
生
き
る
や

異
を
解
釈
に
援
用
し
た
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。４

教
端
抄
写
本
九
冊
私
）２

北
村
季
吟
の
古
今
集
注
釈
書
。
伝
本
が
少
堅

九
冊
の
仮
名
序
注
の
末
尾
に
「
元
禄
十
二
年
‐

年
早
く
成
立
し
て
い
る
。
内
容
は
諸
注
集
成
牛

古
今
打
聴
版
本
五
冊
邪
〉

古
今
打
聴
版
本
五
冊
邪
×

と
あ
る
。

肥

０
１

２
１
路

１
１
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野
正
広
正
筆
」
と
の
極
礼
を
貼
る
。
一

卯
堀
河
院
百
首
和
歌
写
本

天
正
十
九
年
以
前
の
書
写
で
あ
る
。

江

49

５
５

紹
古
今
和
歌
集
正
義
写
本
十
八
冊
既
×
Ⅲ
１
１
２
１
剥

版
本
九
冊
剛
×
岨
岨
Ｉ
伽

２

１

活
字
本
四
冊
躯
×
ａ
岨
Ｉ
伽

１

写
本
は
香
川
景
樹
の
自
筆
稿
本
な
ど
か
ら
転
写
し
た
も
の
、
嘉
永
二
年
か
ら
万
延
元
年
ま
で
に
高
橋
正
純
が
書
写
し
た
も
の
。
版
本

は
嘉
永
二
年
に
京
都
の
書
騨
、
出
雲
寺
文
次
郎
等
が
刊
行
し
た
も
の
。
活
字
本
は
明
治
二
十
八
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
。
翌
年
の
洋
装

刊
本
も
あ
る
。
版
本
は
冬
の
部
ま
で
で
賀
の
部
以
降
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

１
８

〃
古
今
和
歌
集
遠
鏡
版
本
八
冊
８
×
Ｌ
岨
ｌ
Ⅷ

１
１

本
居
宣
長
の
注
釈
書
。
寛
政
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
、
版
形
を
変
え
、
注
釈
を
頭
注
の
形
に
直
し
天
保
十
四
年
に
刊
行
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
本
書
の
特
色
は
、
忠
実
に
当
時
の
口
語
に
、
序
及
び
歌
を
訳
し
た
所
に
あ
る
。

ｕ
１
脚
の
『
古
今
集
遠
鏡
補
正
』
は
、
中
村
知
至
が
『
遠
鏡
』
に
不
満
足
な
所
を
補
っ
た
も
の
で
、
特
に
、
宣
長
が
意
識
的
に
取
り

上
げ
な
か
っ
た
中
国
の
故
事
を
詠
じ
た
歌
の
解
な
ど
を
補
っ
た
。

う
に
解
い
た
こ
と
、
古
語
』

等
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

古
語
に

坂
河
院
百
首
和
歌
写
本
一
冊
５
×
９
２
１

十
六
人
本
の
内
で
も
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
と
同
じ
く
、
書
き
入
れ
注
を
欠
く
。
奥
書
は
な
い
が
、
見
返
し
に

・
侯
Ｌ
Ｆ
房
し

堀河院百首和歌写本一冊５×９５
５

１３
２
１
部

２
１

十
六
人
本
の
内
で
も
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
と
同
じ
く
、
書
き
入
れ
注
を
欠
く
。
奥
書
は
な
い
が
、
見
返
し
に
「
堀
川
百
首
日

対
す
る
趣
味
か
ら
古
今
集
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
考
証
学
の
立
場
か
ら
解
釈
を
新
し
く
し
た
こ
と

戸
初
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

一
冊
Ｌ
×
夙

遡
Ｉ
棚

２
１

本
文
は
書
陵
部
蔵
列
帖
装
本
（
室
町
中
期
写
）
、
大
東
急
記
念
文
庫
古
梓
堂
文
庫
本
等
に
近
い

５
３
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別
そ
の
ゆ
か
り
源
氏
寿
古
六
版
一
枚

『
源
氏
物
語
』
の
双
六
と
言
わ
れ
る
が
、
も

あ
る
。
ど
ち
ら
も
幕
末
の
も
の
。
其
紫
湖
月
隻

年
か
ら
明
治
四
年
に
か
げ
て
、
お
そ
ら
く
明
治

わ
れ
る
が
、
も

51

藤
原
通
俊
撰
。
室
町
末
写
。
東
野
州
の
筆

と
し
て
は
第
六
種
本
（
自
筆
本
系
）
に
属
す

駆
後
拾
遺
和
歌
集
写
本
一
冊

室
町
末
写
。
東
野
州
の
筆

53

と
い
わ
れ
る
が
、
改
装
に
際
し
、
永
縁
・
伯
顕
仲
歌
を
増
補
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
増
補
は
他
に
数
例
が
あ
る
の
ゑ
で
希
少
な

例
で
あ
り
、
室
町
時
代
流
布
の
本
文
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

本
書
は
流
布
本
系
の
本
文
を
持
つ
。
本
文
中
に
古
筆
の
極
札
が
貼
込
ま
れ
梶
井
殿
尭
胤
法
皇
の
筆
と
す
る
。
尭
胤
は
邦
高
親
王
の
弟

で
後
花
園
天
皇
猶
子
と
も
言
わ
れ
る
。
明
応
二
年
か
ら
永
正
十
五
年
の
天
台
座
主
で
あ
る
。

後
拾
遺
和
歌
集
写
本
一
冊

其
紫
湖
月
隻
六

と
伝
え
る
が
、
遊
紙
に
貼
紙
が
あ
り
、
野
州
筆
で
は
な
い
と
す
る
。

と
に
な
っ
た
の
は
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
や
『
室
町
源
氏
』
と
言
わ
れ
る
幕
末
の
合
巻
で

・
其
紫
湖
月
隻
六
は
弘
化
四
年
ｌ
嘉
永
五
年
の
出
版
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ゆ
か
り
源
氏
寿
古
六
は
安
政
六

お
そ
ら
く
明
治
二
年
頃
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
。

版
一
枚 ◎

23.0

×

15.5

24.8
×

18.0

奥
書
は
な
い
。
諸
本

12

1
496

２
１
虹

１
２

吻
Ｉ
刎
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明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年

大
正
十
一
（
一
九
一
三
）
年

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

昭
和
五
（
一
九
三
○
）
年

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年

昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
○
）
年

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年

西
下
経
一
博
士
略
年
譜

東
京
大
学
卒
業
、
副
手
と
な
る
。

第
六
高
等
学
校
講
師
、
同
年
六
月
教
授
と
な
る
。

岩
波
文
庫
『
更
級
日
記
』
成
る
。

『
古
今
和
歌
集
新
講
』
（
三
省
堂
）
成
る
。

岩
波
文
庫
『
後
拾
遺
集
』
成
る
。

朝
日
古
典
全
書
『
古
今
集
』
刊
。

東
京
大
学
よ
り
文
学
博
士
授
与
。

学
位
論
文
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
（
明
治
書
院
）
刊
、
東
京
教
育
大
学
教
授
就
任
。

『
古
今
和
歌
集
新
解
』
（
明
治
書
院
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
更
級
日
記
』
刊
。

『
古
今
集
総
索
引
』
（
明
治
書
院
）
刊
。
（
共
著
）

三
省
堂
研
究
史
大
成
『
古
今
・
新
古
今
』
刊
。
（
共
著
）

上
智
大
学
教
授
に
就
任
。
初
雁
文
庫
棟
上
式
。

東
京
大
学
国
文
学
本
科
入
学
。

津
山
中
学
校
を
卒
業
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
学
。

東
京
高
等
師
範
学
校
卒
業
、
佐
賀
中
学
校
教
諭
と
な
》

東
京
大
学
国
文
学
選
科
入
学
。
佐
賀
中
学
校
教
諭
と
な
る

岡
山
県
津
山
市
に
誕
生
。

一
月
十
七
日
永
眠
。

。
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古
語
拾
遺
（
刊
）

仏
足
石
和
歌
集
解
（
刊
）

催
馬
楽
・
古
本
風
俗
誌
（
写
）

神
楽
譜
（
写
）

神
楽
注
秘
抄
・
催
馬
楽
注
秘
抄
（
写
）

古
今
和
歌
集
（
写
一
六
種
、
刊
一
八
種
）

古
今
集
潅
頂
部
秘
歌
百
十
六
首
注
（
写
）

古
今
和
歌
集
序
注
（
写
）

古
今
秘
註
抄
（
写
）

顕
注
密
勘
（
刊
）

顕
注
密
勘
（
刊
）

顕
註
密
勘
（
写
）

僻
案
抄
（
刊
）

古
今
集
為
家
抄
（
写
）

古
今
為
家
抄
（
写
）

古
今
和
歌
集
序
註
（
刊
）

古
今
序
注
（
写
）

古
今
集
抄
（
写
）

古
今
抄
延
五
記
（
刊
）

古
今
和
歌
集
両
度
聞
脅
（
刊
）

（
寄
託
資
料
）
初
雁
文
庫
目
録
抄

古
今
和
歌
集
序
聞
書
（
写
）

古
今
和
歌
集
抄
（
刊
）

古
今
和
歌
集
序
注
（
写
）

古
今
集
童
蒙
抄
（
写
）

古
今
栄
雅
抄
（
刊
）

古
今
和
歌
注
（
写
）

古
今
血
脈
抄
（
写
）

伝
授
抄
（
写
）

古
今
和
歌
集
序
註
（
写
）

教
端
抄
（
写
）

古
今
和
歌
集
抄
（
写
）

古
今
余
材
抄
（
写
）

古
今
集
序
秘
抄
（
写
）

古
今
集
序
存
疑
（
写
）

古
今
集
相
伝
之
記
（
写
）

古
今
和
歌
潅
頂
巻
（
写
）

古
今
口
伝
（
写
）

古
今
通
（
写
）

古
今
生
弓
抄
（
写
）

古
今
打
聴
（
刊
）

古
今
序
注
五
十
連
言
（
写
）

古
今
和
歌
集
遠
鏡
（
刊
）

古
今
集
遠
鏡
補
正
（
刊
）

古
今
集
活
注
（
写
）

古
今
和
歌
集
伝
之
弁
（
写
）

古
今
和
歌
集
類
題
（
刊
）

古
今
集
真
名
字
解
（
刊
）

頭
書
古
今
和
歌
集
（
刊
）

古
今
和
歌
集
正
義
（
写
刊
各
一
種
）

古
今
和
歌
集
朗
解
（
刊
）

古
今
和
歌
集
ひ
な
こ
と
ば
（
刊
）

古
今
和
歌
集
大
全
（
写
）

古
今
和
歌
集
（
古
今
秘
注
書
入
）
（
写
）

古
今
和
歌
集
注
（
写
）

家
伝
書
（
写
）

古
今
和
歌
集
注
（
写
）

序
中
秘
伝
切
紙
（
写
）

古
今
天
真
独
朗
之
巻
（
写
）

古
今
和
歌
集
潅
頂
口
伝
（
写
）

古
今
和
歌
集
伝
授
切
紙
（
写
）

古
今
切
紙
（
写
）

中
院
古
今
伝
授
極
秘
事
抄
（
写
）

古
今
切
紙
（
写
）

和
歌
之
切
紙
（
写
）

古
今
集
秘
伝
（
写
）

古
今
和
歌
集
相
伝
深
秘
抄
（
写
）
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古
今
口
伝
秘
抄
（
写
）
歌
の
秘
書
（
写
）
言
葉
の
つ
か
れ
緒
（
刊
）

古
今
三
木
三
鳥
伝
授
（
写
）
和
歌
秘
録
（
写
）
拾
遺
和
歌
集
（
刊
四
種
）

古
今
集
潅
頂
口
伝
（
写
）
古
今
二
字
相
伝
（
写
）
後
拾
遺
和
歌
集
（
写
）

古
今
和
歌
集
灌
頂
（
写
）
古
今
和
歌
集
六
義
考
（
写
）
後
拾
遺
和
歌
集
抄
（
写
）

三
鳥
伝
（
写
）
古
今
和
歌
集
調
海
（
写
）
三
奏
本
金
葉
集
（
刊
）

古
今
箱
伝
授
（
写
）
質
疑
（
写
）
新
古
今
和
歌
集
（
刊
四
種
）

三
鳥
三
木
切
紙
伝
井
古
今
次
序
（
写
）
古
今
集
百
人
一
首
（
刊
）
小
野
小
町
家
集
（
刊
）

古
今
集
内
伝
授
（
写
）
和
歌
潅
頂
次
第
秘
密
抄
（
写
）
三
代
集
（
刊
）

後
水
尾
院
御
集
（
写
）
権
跡
古
今
集
歌
切
（
刊
）
三
代
集
類
題
（
刊
）

古
今
集
切
紙
（
写
）
古
今
和
歌
集
序
注
（
写
）
歌
仙
家
集
（
刊
）

古
今
和
歌
集
註
（
写
）
古
今
和
歌
集
注
（
写
）
菅
家
新
撰
万
葉
集
（
刊
）

古
今
集
口
訣
（
写
）
二
条
家
古
今
集
奥
儀
口
伝
（
写
）
桧
垣
家
集
補
註
（
刊
）

切
紙
口
伝
条
々
（
写
）
古
今
集
之
中
伝
授
之
事
書
抜
（
写
）
源
重
之
女
集
（
写
）

古
今
切
紙
伝
（
写
）
歌
道
筒
守
（
写
）
赤
染
衛
門
歌
集
（
刊
）

古
今
切
紙
廿
三
ケ
条
口
伝
（
写
）
古
今
集
撰
者
三
鳥
伝
源
起
井
口
受
聞
書
之
分
伊
勢
大
輔
集
（
写
）

切
紙
（
写
）

（
写
）
散
木
奇
歌
集
（
写
）

古
今
十
巻
之
切
紙
（
写
）
古
今
奥
秘
口
決
（
写
）
待
賢
門
院
堀
川
集
（
写
）

古
今
伝
秘
図
（
写
）
古
今
集
序
・
古
今
六
鳥
八
柏
之
事
（
写
）
忠
度
集
（
刊
）

古
今
秘
奥
（
写
）
古
今
伝
授
相
承
図
（
写
）
瓊
玉
中
書
王
御
歌
（
写
）

八
雲
神
詠
和
歌
三
神
大
極
秘
口
訣
（
写
）
．
千
載
和
歌
集
（
刊
）
為
家
集
（
写
）

和
歌
秘
録
（
写
）

仮
名
遺
相
伝
（
写
）
金
槐
和
歌
集
（
写
二
種
、
刊
三
種
）

三
箇
秘
授
（
写
）
後
撰
和
歌
集
（
刊
六
種
）
新
撰
和
歌
集
（
刊
）

歌
書
の
大
事
（
写
）
後
撰
和
歌
集
標
注
（
刊
）
古
今
和
歌
六
帖
（
刊
）
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歌
道
人
物
志
（
刊
）

能
因
歌
枕
（
刊
）

俊
頼
口
伝
集
（
写
）

俊
頼
髄
脳
（
写
）

清
輔
奥
義
抄
（
刊
）

袖
中
抄
（
刊
）

詠
歌
大
概
抄
篭
（
刊
）

無
名
抄
（
写
）

無
名
抄
（
刊
）

綺
語
抄
（
写
）

能
因
法
師
歌
枕
（
写
）

和
歌
六
部
抄
（
刊
）

月
詣
和
歌
集
補
（
刊
）

色
葉
和
難
集
（
写
）

物
名
和
歌
私
抄
（
刊
）

堀
川
百
首
（
写
二
種
）

大
井
河
行
幸
和
歌
考
証
（
刊
）

日
本
紀
寛
宴
和
歌
集
（
刊
二
種
）

十
体
無
名
和
歌
秘
伝
集
（
写
）

古
今
和
歌
六
帖
標
註
（
刊
）

古
今
和
歌
六
帖
拾
遺
考
証
（
写
）

能
因
玄
々
集
（
刊
）

月
詣
和
歌
集
（
刊
）

絵
入
竹
取
物
語
（
刊
）

竹
取
物
語
解
（
刊
）

竹
取
物
語
抄
（
刊
）

竹
取
物
語
僅
言
解
（
刊
）

竹
取
物
語
考
（
刊
）

伊
勢
物
語
（
写
七
種
、
刊
五
種
）

首
書
伝
授
入
伊
勢
物
語
（
刊
）

新
校
伊
勢
物
語
（
刊
）

新
校
絵
入
伊
勢
物
語
（
刊
）

注
入
伊
勢
物
語
（
刊
）

真
名
伊
勢
物
語
（
刊
）

菅
家
遺
戒

真
跡
臨
本
三
種
歌
合
（
刊
）

六
百
番
歌
合
（
刊
）

千
五
百
番
歌
合
（
刊
）

和
漢
朗
詠
集
（
刊
）

和
漢
朗
詠
集
註
（
刊
）

新
撰
朗
詠
集
（
刊
）

梁
塵
愚
案
抄
（
刊
）

土
佐
日
記
（
写
二
種
、
刊
二
種
）

土
佐
日
記
舟
の
直
路
（
刊
）

土
佐
日
記
考
証
（
刊
二
種
）

土
佐
日
記
抄
（
刊
）

（
刊
）

伊
勢
物
語
註
釈
（
写
）

伊
勢
物
語
抄
（
写
）

伊
勢
物
語
傍
註
（
刊
）

伊
勢
物
語
題
号
考
（
刊
）

伊
勢
物
語
調
疑
抄
（
刊
）

伊
勢
物
語
杼
海
（
刊
）

伊
勢
物
語
改
成
（
刊
）

新
版
絵
入
伊
勢
物
語
読
曲
清
濁
（
刊
）

大
和
物
語
（
写
一
種
、
刊
三
種
）

伊
勢
物
語
（
写
）

伊
勢
物
語
註
（
写
）

頭
書
注
釈
伊
勢
物
語
（
刊
）

校
正
伊
勢
物
語
抄
（
刊
）

槽
書
勢
語
序
（
刊
）

伊
勢
物
語
奥
書
秘
訣
（
写
）

伊
勢
物
語
秘
奥
抄
（
写
）

伊
勢
物
語
抄
（
刊
）

伊
勢
物
語
和
歌
類
句
（
写
）

伊
勢
物
語
阿
古
根
浦
秘
伝
書
（
写
）

宇
津
保
物
語
新
釈
（
刊
）

字
津
保
物
語
（
刊
三
種
）

大
和
物
語
抄
（
刊
）

冠
註
大
和
物
語
（
刊
）
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玉
琴
（
刊
）

落
窪
物
語
（
刊
）

落
窪
物
語
註
釈
（
刊
）

枕
草
子
春
曙
抄
（
刊
）

清
少
納
言
傍
注
（
刊
）

紫
式
部
日
記
絵
巻
（
刊
）

源
氏
物
語
（
刊
二
種
）

源
氏
六
帖
（
刊
）

源
氏
物
語
（
写
三
種
）

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
刊
）

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
補
遺
（
刊
）

源
氏
物
語
評
釈
（
刊
）

源
氏
物
語
だ
み
こ
と
ば
（
刊
）

す
み
れ
草
（
刊
）

源
氏
男
女
装
束
妙
（
刊
）

十
帖
源
氏
（
刊
）

源
氏
大
和
絵
鑑
（
刊
）

紫
家
七
論
（
刊
）

源
語
梯
（
刊
）

紫
文
消
息
（
刊
）

紫
文
蜑
之
騨
（
刊
）

源
氏
篝
鏡
（
刊
）

源
氏
ひ
な
が
た
（
刊
）

絵
本
草
源
氏
（
刊
）

日
本
紀
御
局
考
（
刊
）

手
ま
く
ら
（
刊
）

室
町
源
氏
（
刊
）

源
註
拾
遺
（
刊
）

源
語
秘
訣
抄
（
刊
）

源
註
拾
遺
（
写
）

源
氏
小
鏡
（
刊
三
種
）

源
氏
十
五
ヶ
諸
抄
書
抜
（
写
）

源
氏
男
女
装
束
抄
（
写
）

少
女
巻
抄
注
（
刊
）

源
氏
男
女
装
束
抄
（
刊
）

源
氏
装
束
図
式
文
化
考
（
写
）

河
海
抄
（
写
）

源
語
奥
旨
（
写
）

源
氏
仙
源
抄
（
写
）

眠
江
入
楚
（
写
）

源
氏
物
語
若
草
（
写
）

源
氏
物
語
切
紙
（
写
）

源
義
弁
引
抄
（
刊
）

源
氏
物
語
（
刊
）

源
氏
物
語
系
図
（
写
）

お
さ
な
源
氏
（
刊
）

其
紫
湖
月
双
六
（
刊
）

そ
の
ゆ
か
り
源
氏
寿
古
六
（
刊
）

狭
衣
（
刊
）

狭
衣
系
図
（
写
）

浜
松
中
納
言
物
語
（
写
）

と
り
か
へ
ば
や
（
写
）

宇
治
大
納
言
物
語
（
刊
）

忍
び
音
（
写
）

十
訓
抄
（
刊
）

住
吉
物
語
（
写
一
○
種
、
刊
四
種
）

方
丈
記
諺
解
（
刊
）

鴨
長
明
方
丈
記
抄
（
刊
）

徒
然
草
諸
抄
大
成
（
刊
）

徒
然
草
吟
和
抄
（
刊
）

徒
然
草
抄
（
刊
）

井
蛙
抄
（
刊
）

徹
書
記
物
語
（
刊
）

往
生
要
集
（
刊
三
種
）

十
種
香
之
記
（
写
）

科
註
妙
法
蓮
華
経
（
刊
）

西
行
法
師
一
代
記
（
刊
）

興
禅
護
国
論
（
刊
）

西
行
撰
集
抄
（
刊
）
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装
束
図
式
（
刊

拾
要
抄
（
写
）

古
言
梯
要
抜
（
写

御
代
始
妙
（
刊
）

増
補
古
言
梯
標
注
（
刊
）

史詞
籍葉
年新
表雅
へへ

刊刊
一一

雅
言
童
嶮
（
刊
）

雅
言
訳
解
（
刊
）

新
撰
字
鏡
（
写
）

古
語
訳
解
（
刊
）

明
恵
上
人
伝
記
（
刊
）

雅
語
訳
解
大
成
（
刊
）

本
朝
紹
運
録
続
録
（
写
）

平
家
物
語
（
刊
）

保
元
物
語
（
刊
）

平
治
物
語
（
刊
）

宇
治
拾
遺
物
語
（
刊
）

古
今
著
聞
集
抄
（
刊
）

九
暦
（
写
）
‐

雅
言
抄
（
写
）

和
名
類
聚
抄
（
刊
）

日
本
歳
時
記
（
刊
）

ゞ

ｰ

歌
か
た
り
（
刊
）

大
内
裏
全
図
（
刊
）

阿
波
国
文
庫
図
書
目
録
（
写
）

群
書
一
覧
（
刊
）

な
し
の
も
と
集
（
写
）

I
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